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　鱗の細胞液屈折率と，これに関連した二欝の生理的
鰍が，懇嚇螺1¢によつて嫡嘆化するカ、，　1，ZI　　　実験欄及び方法

これ等の測定健が築葉の生長に伴つて示す変化，更に又　　　　爽験材斜としてに長塁瑳琳聾繋試験場松オ夏皮場粟園に栽

葉身並に楽柄の測簸｛直の比較等にli竜て，≡醤者鱗・；は珊に数　　　1織されている根刈仕立の島の内。一の瀬・改良鼠1区・扶

1鼎こ亘つて報告した（田口・1・；ll原11瑚｝1954a；／9，5il・b）n　　桑丸の4品種を用い，斎如Fつき聯稠鯛操及び翼秋媒

それ導の結果に．llると桑葉の細胞液肛1折率や組織粉末浸　　　用桑を供試した，麻秋兼用薬は6月末に黛切な行い，そ

出液〃f｛折率1妊に馨ヱ麟ill胞液濃拠等の生：理ll的憐状厭桑葉の　　　の後伸長した枝条に瀞生する業薬を供試し，距秋専用桑

生慢乃杢ll覧熟に伴つて明か癒焚化を承し，桑葉の熟度の　　　鳳4日rl董旬発井前伐擁1麦仲提した枝糸に蒲生する桑葉を

判簸或は粟樹の耐lll牲の検鑑等に朴1蝸准利に利lljし徳る　　　用いた。供；諏矧邨渤ξ身で，材料採取法及び測燈の方法

ことが判つた。本報告はそれ等の続報ななすもので，厘秋　　　は既報と全く岡様である。但し細胞液麗折鄭のVJ1腱には

寮用桑を実験材料として桑漿の細胞液鵬折率及び組織粉　　　携帯用爬折計な用いて細胞液濃腿な求めたが，紐織粉末

宋浸出液の餌折率の測溝を行い，これ等の値の測箆意鵜　　　浸ll．1液（粉末答積の10倍の水なもつて浸出）の肥折率の

な追求する為に1951年に行つた実験の結架な｝｝己載した。　　　測定はAll職EEiiU折討セこよつた。

　　　　　　　　　　第1表：桑藥の生長に伴う細胞液儂度（願1斤率の測難による）の変化
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　　＊日本蚕糸学会中都支部第5圏研究発表会セこて講演　　　　　　　　　実験結果及び考察

　＊：：・信州大学繊雛1学部　栽桑学・植物生理学研究室　　　　1．懸切桑と翼切桑との細胞液屈折率の比較

＊＊＊長禦掻…叢試験場松本支暢　　　　　　　　島の内・一の瀬・扶i軌の3晶種について8月3日に
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開葉当初の桑葉が10月6日の落葉近くに驚るまでの間に　　　に不親則に変化する。繁の成鰯り1に方層ナる増加はこの賦

桑葉の生長に伴つて堀折率の浬1定によつて求めた細胞液　　　の葉の物質爽充魔の増大な示すものと湾えられるが，こ

簾が如何醸化するかを河腱した撒が第壊に瀦　オ・撚外レ硯れば，鋤区1のよう剛織伽鰍のau［1

れている．その結果によると3、細の齢も難の蝦　と霧似燥伽測一こと縄1為・これ瞭㈱殊浸1」腋

に伴つて細胞灘渡は｝り1かに鰍し，難がイ1眼生融　 卿檸が組源纈水分保稀励と隙匹L・ていることによる

停止する麟似後團こ1，苔いイ醜示す．・れは既に・矧［報　もの湾えられる副1織棚ミ浸撒のJit脈鵜組織のs，ti，；

に於て報告した結県と同，隊であるが，1．　x“で3r響1種の斉　　　合的物質充爽慶を示し，了獅者により組織の水6｝保有力の

々について春・肌た鰍、1∫ナ縢と蜘した纒稠1｛月嫌の　大小刎催し得ること1焔伽）欄勿1・二就徽｛特れ℃｝6

両都ご1轍すると，醐・の欄1に於ても前都）ブゴが儲　 り（纐纈・田1可・大村／1鵬繍守i・脚仙下鮒：“｝蹴

よりも明かに窩いという結繋を示してい嶺，このことは　　　療薫に於てもこのことが確められている（悶口・園原

夏秋糊撚の方力審秋舜rl鵬駄りも物18£充蹴が高いこ　1951溺§村・水沢・欄1鵬1・；昨1欄卿1［晩太「日・

とを示している。　　　　　　　　　　州脚5蛎又一一・a）瀬の縄磁珠　藷州伽｛折桝1燃に

2，細胞液屈折率の品種間の上臓　　　　　　　於唱よ釈肌た：鰍糊鋤L：ll肌・溜淋燃川≡獅二1’融

　1春切桑及び夏切桑の沓々につセこて，島の内・一の言1奪レ　　　して明かに醐いことが孟il博れ1tのこと及び煮k鑓に伴

1繰丸の3融肋励襯ll囎砿つて求め繍ll胞1顧蹴　 うこの億の変化tl・於て劇導㍑の伽）ナ甑す〉，3“　｝・li．，

を比較すると（第1表）・何れの場合も島の内が生奉ミの　　　組織粉末浸出液法が桑葉の葉質判鷹に利用しf｛玉る｛二と捻

昏時期樋じて最椛い・一一唖泌繰丸はこれよ雛髭　澱しており，謝紙も躍・ゆ鱗蝋悔・撫d測翼・

く賭の順働姓長の剛りiによつて鰻るが誠湖」卿）　研究に於て木法灘1織粉末灘蝉これに顎紛利川し得

葉の値鴫の内・一の灘1・扶轍の順であつた・　　　られ濱、こ聴幸賄してい為㈱，・1’・フ駅・・賭1・駅1・）。

3．患切桑と夏切桑との組織粉家漫禺液屈折率の比較

綱し頑嚇縢と闘し酪秋lf（縢との　糠L　4・撒含水墨並に雛瀾郷の灘難による靴

織粉末酬湖榊耀・れカ・ら求め脚糊末瀦　 のbヒ較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・の瀬及改良鼠返の瑳秋：i，TtT：用桑に．於て9月1BtLlに．）欝生

謄　、　　　　　　　　　　　蜘。による組織含水歪、囲田胞液卿陣鰻イヒ鯨したも

姿㌦嘉　’　　　．、　　　のが第2図である・鰍し煉糸の燃胴鷹のll］，Ri’L
：：：lilD　　し’・章／Ss’・・・…““”“t”Et　翫肇灘欝謬簾鞘；瀦膿疑琵饗1朔1

　　鋼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　に短い。先づ組織含亦戯な見ると両晶種共に1施端1’郁の薬

　　££6　　　1’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が著しく高く下方に向つて急激に減少し，生長を発了し

　lsse　　　　　1、、　　　　　　　　　　　　　　　た成葉になると含水母が署安定し豊：庭に下方の老葉にな

　1’S　卿　　　　　　　　　　㌦～㍉㌔・・、、　　　　　　　　　　　ると再び含水：量が高くなるa組織含水1随が煎㌫叢1冗に伴

1漏　　　　」t　”一・・…ズ　って購変化をする。と燃。轍し瀞（mam．・．Kallti’A

o．e@　ti．ss，b　if，11　e．1e　li，£、　、　　＿　　　　1951），一の瀬では改良鼠返に比して薫生鞭数ヵ糊かに

劃図，難の成長に伴う融含耀及醐織1妹　　少い為寛曇生難の低下離う含水・／／’bの邸も早く　凱

　　　　浸出液屈折率の変化（一の瀬）　　　　　その下方の上昇も早い為（これ椴化a）1棚1ヵ翼ると呼

　　A：組織含水量（対乾超：％）r－as秋兼用桑　　　　　　ぶことにする），同一葉僚の葉の両晶樋閲の比較では上

　　A！・組織含蝿（対乾量％）一剛く酬櫟　　　端から33難強は一一〇瀬の方が低く1それ以下で1譲つ

　　B蜥鞠求めた蹴未麟1馨覆兼縢）・齢つてい繍1月獺折輔融聯・繊
　　B・・屈折率より求めた組織粉米漫出液濃度　　　から葉位が次第セこ下ると共に次第麟歌し，生」腔完了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夏秋専用桑）　　　した成葉では高い。しかも比較的安定した傭を潰し．，箆

液濃度の比較を一の瀬に就て行つた結！とが第1図に示さ　　に葉位が下つて老葉になると再び低下の傾向が晃られ

れている。この値は両区共生畏の初期に高くその後低下　　　る。この場合には溝生葉数の少い一一・・の瀬のソゴが滑生漿鉱

の傾向を示すが，生長中期の成葉の時期に，幾分増加し後　　　の糞化に伴う細胞液堀折率の」弱加が改艮鼠返に比してよ
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　　　　　　　　第2図：蒲撫羅位による桑藁の組織含水澱及び細胞液楓折辮の変化（亘秋蚕月傑）
　　　　　　　　　　　A　：組織含水漏：（文・J’1距乞：TdE％）一一一一・・一一4の瀬

　　　　　　　　　　　，V：組織念水臆（対乾量％）～一改良楓返

　　　　　　　　　　　狛　：屈折率から求めた細胞液儂購一一…の瀬

　　　　　　　　　　　Bノ：屈折率から求めた細胞液濃度一改良1凱返

り早く起り，その後の低下もより高い葉位から起り，42　　　液の屈折率に顕著な差があるときは，これ等の粟葉を食

葉位より上方の粟では…の灘1の方が改良蝋返に地眞交して　　下した蚕の虫質・繭質に明かな影欝を及凝すものであり，

明らセこ高い値を示す・　　　　　　　　　　　　　　　　　同氏等は（松村・水沢・小掛1952b；松村・石谷・小岩

組織含水量並に細胞液屈」紳の蔚生葉位に依る変化に　1953）桑葉の細胞液濃度及び桑葉の茄職粉末灘腋濃度

関する以上の爽験結果並に既往の笑験成績よりして．次　　　（何れも厩折率の測定によゐ）は養の飼料としての葉質

のことが判る・即ち贔種を異にした場合これ等両者の値　半1腱に有効であることを述べているのセよここに参照さる

が蒲生葉位に伴う変化経過より見て署同様であっても，　　　べきである。

比較材料聞に着生葉数が著しく異る揚合には変化の周期

棚かに鄭しこのことが異る品種聞に於て同一葉位　　　　　摘　　要

の桑葉を比較する場合これ等の測定値に明かな差を生ぜ　　　1）灘の内・一の瀬・扶桑丸の3品極の各々に就て夏

しめる一・つの有力な原因となる・即ち桑葉の細胞液屈折　　　秋専用桑と悪秋兼用桑との細胞液屈折率乃至これから求

率の測鑓は・斯る意昧からも桑葉の熟度の比較検討の上　　　めた細胞液濃度を同時に測楚比較したところ，3晶種共

に有力な手掛りを与えるものと思われる。　　　　　　　　生畏の各蒔期を通じて夏秋専用桑は春秋兼用桑に比して

5・綜合考察　　　　　　　　　　　　　明かに窩い値を示した。
以上の結果を綜合すると，桑葉の細｝謙屈折報び組　　2）鰍專用桑と春秋兼用桑の各々にっいて，桑葉の

織粉末浸ほ腋励陣の測定は・桑葉の綜合的物質充実度　細胞曽姻折覇至細胞液濃度の前認3贔種間の比較を行

延ては桑葉の熟度の判惣こ有熱こ利用されるというrgts　うと，何れの場合も生長の各醐を通じて勘の内が最も

等の懲の矢幌を追証するものと認められる・松村購　 高く，麟をこ於て鴫の内・一の瀬・扶桑丸の］fiであつ

によると（松村儘寓川・田中・7」く沢コ952a），桑葉細胞　　　た。



4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部棚：究報・告　第5号

3）桑葉の縮哉粉末浸1、1腋の卿τ覇韮榔肋一の瀬　　　　　　　Summary
の夏秋專用桑と春秋兼用桑との間で11b陵したところ，成　　　Mulberry　leaves　used　f（，r　re；ltring，t　sllkw｛｝rms　in　summe「

葉に於ては夏秋專用桑は翻辮1榛に比較して［iv’］かセ嫡　 ・nd・・tumn…u…11y・lassifi・・1｛・t・th・tw。　cliffere・t

い値を示した。　　　　　　　　　　typ・s・acc・・di・g　t。　tl’・eiv　h・・v・・ti・h’　・neth・d・・（；｝ne　t：ype

4）枝条長が，湘じで灘縢数力期かに銀る：鰍：1、剛　i・the・・e　the　leaves・f　whid1…糞lr。w・・P・n　the

の一の1頼（約6嘆灘）と改」辿1腿（約80菊翻三）1・：就　。1・e・yetnr－・1・1　・t・ms　z’egene・at・・d　uft・・th・“e；1・1y・pri・S・T

て，細胞液屈折率を同・一葉f・励こ於て1’ヒ1咬すると，木i美ξ験　　　prun｛nq”‘，”f　the　tree3　and　are　us．　cd　only　f【〕r　the　sum一

の範囲では4喋前後より上方の葉礁一一・の瀬の方が嶋』　me・。…t・tl｝・r’・・’tring．　’Vhe・the・tyt）e　is　the・ne　the

鼠返より明かに大であるが，そオゆ圷でelkその反対と　leav・s。f　whi・h・re　S｛r・鴨UPtm　th。・llC）ye・・r・・。1d

なる。これは両品種噺・ll孟蝶f、71に慨）細1腋屈抑糎）蛮　Htenns　t’e，gtenerntetl・’fter　the“ee・・1y　s・1n・mer　r闘・i曜’

化経過は殆ど圃様であゐのに拘らず欝生藥数が明かに異　　　〔｝fthe　tr’eei　and　are　u慧ed　f〔，r　t11儲umme「｛》「韻tLm、n

る為，この値の変化の周期に淡“ご生ずるq）による’al》のと　　　lretlrinsr・Il・）the　latter　caS¢the　leriveLs　nttncJied‘，11　th｛寿

認められる。　　　　　　　　　　　・t・m・Whi・h　h・w・b・。nth・・pm・dξ・ごe囎d　f。・the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sprin∫｛　x’e【lrillsg．　It　hns　bee餓　St’ticl　that　the！CKI　V〔ltS　of　thC
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